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こ
・
の
水
路
構
想
は
突
如
と
し
て
現
わ
れ
た
・
の
で
は
な
く
、
明
治
の

頃
か
ら
あ
っ
た
。
そ
・
の
最
初
の
も
．
の
は
、
今
か
ら
八
○
年
も
前
の
明

治
三
宝
年
で
、
石
狩
川
の
治
水
対
策
と
し
て
検
射
各
れ
て
い
る
．
こ

・
の
計
画
は
流
れ
た
が
、
次
に
昭
和
一
○
年
代
に
は
運
河
と
し
て
再
浮

卜
ｒ
た
。
こ
・
の
運
河
構
想
は
、
具
体
的
に
計
画
・
調
査
が
行
な
わ
れ
、

昭
和
一
六
年
に
は
掘
削
工
事
に
着
手
し
て
い
る
．
し
か
し
、
こ
・
の
工

事
も
敗
戦
と
と
も
に
中
止
き
れ
た
。

戦
後
も
、
運
河
と
し
て
・
の
計
画
は
何
度
か
頭
を
も
た
げ
た
が
、
い

ず
れ
も
実
現
し
な
く
か
つ
た
。
し
か
し
、
昭
和
四
○
年
ご
ろ
か
ら
は
、

運
河
で
は
な
く
治
水
対
策
の
一
つ
と
し
て
検
討
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
放
水
路
に
は
、
こ
の
様
な
歴
史
が
あ
り
、
開
発
側
も
「
先
輩
た

ち
・
の
夢
が
実
現
で
ぎ
る
」
と
力
を
い
れ
て
い
る
。

日
本
海
へ
流
れ
る
川
・
の
一
部
を
幅
四
○
○
メ
ｉ
ト
ル
も
・
の
水
路
で

太
平
洋
に
流
す
．
こ
・
の
二
つ
・
の
海
を
結
ぼ
う
と
す
る
巨
大
な
構
想
が

「
千
歳
川
放
水
路
計
画
」
で
あ
る
．

こ
・
の
計
画
は
、
一
九
八
一
年
八
月
に
お
き
た
開
拓
始
ま
っ
て
以
来

●
の
規
模
と
言
わ
れ
た
石
狩
川
水
系
の
洪
水
の
後
に
、
治
水
対
策
・
の
目

玉
と
し
て
打
ち
だ
さ
れ
た
．

（
二
）
治
水
対
策
と
し
て
の
放
水
路

一
九
八
一
年
の
水
害
の
後
、
建
股
省
は
今
ま
で
の
治
水
計
画
を
改

二
）
以
前
か
ら
あ
っ
た
水
路
計
画

峰
塒
諦
脚
維
単
紙
ｊ
《
上
Ｉ
‐
嶋
感
咽

||I

放
水
路
計
画

（
三
）
放
水
路
計
画
と
ほ

こ
・
の
千
蹴
川
放
水
路
は
、
石
狩
川
と
千
歳
川
と
・
の
合
流
点
に
水
門

を
つ
く
り
、
洪
水
時
に
こ
れ
を
閉
じ
て
、
千
蔑
川
水
．
の
み
を
毎
秒
一

一
石
○
ト
ン
太
平
洋
に
流
す
と
い
う
計
画
で
あ
る
。
平
常
時
は
、
千

歳
川
と
放
水
路
の
間
の
水
門
は
閉
じ
ら
れ
、
千
歳
川
の
水
は
石
狩
川

へ
銃
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

ル
ー
ト
は
、
現
在
一
二
つ
・
の
案
が
あ
る
。
ど
・
の
ル
ー
ト
も
ま
ず
、
千

鐡
市
の
下
流
の
大
学
排
水
か
ら
、
千
歳
市
の
駒
里
地
区
の
丘
陵
を
切

り
ひ
ら
き
、
苫
小
牧
市
と
・
の
境
界
付
近
で
、
東
、
西
、
中
・
の
そ
れ
ぞ

れ
・
の
ル
ー
ト
に
わ
か
れ
る
。

西
ル
ー
ト
は
、
美
々
川
流
域
ぞ
い
に
川
幅
を
ひ
ろ
げ
、
ウ
ト
ナ
イ

湖
を
通
り
、
勇
払
川
か
ら
安
平
川
に
抜
け
る
。

東
ル
ー
ト
は
、
遠
浅
川
か
ら
安
平
川
に
入
る
も
・
の
で
、
早
来
町
の

農
業
地
域
を
通
る
。

め
、
「
石
狩
川
水
系
工
事
実
施
基
本
計
画
」
を
作
成
し
た
．
こ
れ
ま
で

の
、
一
○
○
年
に
一
度
の
洪
水
に
対
処
す
る
計
画
を
、
一
五
○
年
に

一
度
に
改
め
た
も
の
で
あ
る
。
千
歳
川
放
水
路
は
、
こ
の
「
基
本
計

画
」
の
中
で
、
遊
水
池
、
ダ
ム
な
ど
と
共
に
だ
さ
れ
て
い
る
。

こ
・
の
「
基
本
計
画
」
の
一
部
と
し
て
、
洪
水
時
の
新
石
狩
大
橋
に
お

け
る
ピ
ー
ク
流
量
を
、
毎
秒
一
万
八
○
○
○
ト
ン
と
し
、
こ
れ
を
途

中
で
大
雪
、
忠
別
な
ど
・
の
ダ
ム
群
と
、
遊
水
路
で
毎
秒
四
○
○
○
ト

ン
を
カ
ッ
ト
一
万
四
○
○
○
ト
ン
と
す
る
計
画
が
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
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口 河
尿
肱
、
上
流
下
は
諜
面
下
一
〆
“
１
農
‐
ル
ま
で
掘
り
下
げ
、
特
に

千
議
市
駒
里
の
丘
陵
地
帯
で
は
約
三
○
メ
ト
ト
ル
も
掘
り
下
げ
る
。

下
捷
で
錘
海
面
下
三
〆
＃
・
ト
ル
ま
で
錨
り
下
げ
、
河
床
・
の
勾
配
ば
、

約
一
万
九
二
五
○
分
・
の
一
と
な
る
。
平
常
時
腱
は
、
非
常
に
ゆ
っ
た

り
と
鋪
れ
る
解
に
な
る
。

こ
・
の
工
事
の
た
め
に
掘
り
出
各
れ
為
土
砂
ば
、
一
億
立
方
〆
－
１
‐

ル
と
も
言
わ
れ
、
高
さ
一
メ
ト
ト
ル
と
し
て
慣
ら
す
と
、
一
○
キ
ロ

平
方
メ
ト
ト
ル
も
・
の
面
積
に
な
る
量
で
あ
る
。

開
発
主
体
は
開
発
局
で
工
期
は
二
○
年
か
ら
三
○
年
と
言
わ
れ
、

工
費
婆
一
○
○
○
鐘
円
に
．
の
ぼ
る

中
ル
ト
ト
は
、
遠
浅
川
か
ら
苫
小
收
東
部
工
業
基
地
を
か
す
め
て

妻
平
刈
に
抜
け
る
。

放
水
路
・
の
長
さ
は
三
五
キ
ロ
か
ら
三
八
キ
ロ
、
川
幅
は
上
流
で
三

○
○
、
涙
・
Ｉ
ト
ル
、
・
牢
流
で
四
○
○
メ
ｉ
ト
ル
、
下
流
で
は
四
五
○
〆

。
ｒ
ト
ル
で
あ
る
。
四
○
○
メ
Ｉ
ト
ル
・
の
川
幅
で
は
、
普
通
の
ド
ラ
イ

プ
マ
ッ
プ
〈
二
○
万
分
・
の
一
）
上
で
は
、
二
ミ
リ
以
上
・
の
帯
と
な
っ
て

現
わ
れ
ま
す
。

（
五
）
千
歳
川
放
水
路
計
画
の
問
題
点

Ａ
自
然
へ
・
の
影
響
は

域
水
路
に
ょ
愚
自
然
へ
の
影
響
で
ば
、
真
っ
先
に
ウ
ト
ナ
イ
湖
が

上
げ
ら
れ
る
。
ゥ
・
ト
ナ
ィ
湖
は
、
日
本
で
初
の
べ
ｉ
ド
・
サ
ン
ク
チ
ュ

ァ
リ
（
野
鳥
の
聖
域
）
に
指
定
き
れ
、
天
然
記
念
桧
で
あ
る
ガ
ン
。
ハ

ク
チ
尋
ウ
な
ど
渡
り
鳥
鐸
重
要
な
中
継
地
で
も
あ
る
。
そ
．
の
た
め
、

日
本
野
鳥
・
の
会
、
苫
小
牧
自
然
保
護
協
会
な
ど
の
地
元
の
・
目
然
保
護

団
体
ば
、
「
西
ル
ｒ
ト
反
対
、
美
々
川
源
流
部
通
過
反
対
」
を
主
張
し

運
動
を
進
め
て
い
る
。
年
々
浅
く
な
っ
て
き
て
い
る
ウ
ト
ナ
イ
湖
に

と
っ
て
“
ゞ
主
た
る
流
入
河
川
で
あ
る
美
々
川
め
水
量
や
水
質
の
低
下

ほ
死
活
問
題
で
あ
る
。

こ
れ
ら
・
の
不
安
に
対
し
て
開
発
局
ば
、
ど
の
ル
Ｉ
卜
を
通
っ
て
も

ウ
ト
ナ
イ
湖
に
ば
少
な
か
ら
ず
影
響
が
あ
る
と
述
べ
て
お
り
、
野
島

の
聖
域
で
あ
ろ
う
と
計
画
上
ど
う
し
て
も
影
響
が
出
る
場
合
は
し
か

た
な
し
と
し
て
い
る
。

こ
の
様
な
大
規
模
な
自
然
改
造
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
な
影
響
が
現

わ
れ
る
の
か
は
、
ま
っ
た
く
不
明
で
あ
り
。
、
ウ
ト
ナ
ィ
湖
だ
け
で
な

く
、
こ
の
流
域
全
体
の
自
然
が
ど
う
変
化
か
る
・
の
か
、
何
人
も
予
測

は
出
来
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
千
歳
川
放
水
路
ほ
、
予
想
不

龍
な
ほ
ど
、
大
き
な
計
画
な
・
の
で
あ
る
。

（
四
）
今
ま
で
の
隆
過

一
九
八
一
年
八
月

一
九
八
二
年
三
月

一
九
△
一
～
一
九
八
四
年

い
る
。
い
ち
ぉ
う
、
調
孫
市
町
、
団
体
へ
の
説
明
は
あ
っ
た
が
、
十

分
と
は
言
え
ず
、
強
引
と
も
思
え
愚
開
莞
局
の
や
り
方
に
ほ
”
必
ず

造
る
と
い
う
意
気
込
み
が
感
じ
ら
れ
る
．

Ｉ

石
狩
川
中
流
域
で
水
害
。

建
設
省
「
石
狩
川
水
系
工
事
実
施
基

本
計
画
」
を
作
成
．

放
水
路
計
画
に
関
す
る
調
査
（
非
公

一
九
八
四
年
三
一
月
二
○
日
東
ル
ー
ト
を
中
心
に
調
査
を
瀧
ぬ

る
と
発
表

一
九
八
五
年
ア
セ
ス
メ
ン
ト
調
査
実
施

一
九
八
六
年
着
工
予
定

今
ま
で
・
の
経
過
を
見
る
と
、
八
四
年
七
月
公
式
発
表
、
八
五
年
ア

セ
ス
、
八
六
年
着
工
と
、
過
去
に
例
を
み
な
い
早
き
で
事
が
進
ん
で

で
放
水
路
」
に
約
二
億
五
Ｃ
Ｃ
Ｃ

万
円
を
計
上
、
八
六
年
度
着
工
を

う
ち
鱈
す
。

一
九
八
四
年
九
月
一
○
日
野
鳥
・
の
会
を
中
心
と
す
る
自
然
保

護
団
体
と
・
の
公
式
協
議

一
九
八
四
年
九
月
～
一
○
月
植
苗
偽
遠
浅
、
駒
里
な
ど
・
の
住
民

に
対
す
る
説
明
会
。

一
九
八
四
年
一
○
月
一
五
日
環
境
庁
長
官
「
西
ル
ト
ト
は
好
し

く
な
い
」
と
発
言
．
横
路
知
事
、

放
水
路
賛
成
を
表
明
．

一
九
八
四
年
一
○
月
一
七
日
開
発
庁
長
官
「
西
ル
ー
ト
を
断
念
」

一
億
五
○
○
○

放
水
路
に
よ
っ
て
、
農
地
が
大
幅
に
削
り
取
ら
れ
れ
ば
、
農
業
を

や
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
所
も
で
る
。
美
沢
。
植
苗
地
区
の
酪
農
地

帯
な
ど
、
優
良
な
農
業
地
域
が
多
い
．
一
坪
で
も
減
ら
し
た
く
な
い

と
思
っ
て
い
患
麗
家
・
の
人
も
多
い
。

放
水
路
の
水
に
よ
る
気
温
の
低
下
も
心
配
苔
れ
て
い
る
。
早
来
町

・
の
遠
浅
地
区
は
水
稲
地
域
篭
が
、
こ
め
地
域
は
海
か
ら
の
霧
な
ど
・
の

影
響
で
稲
が
作
れ
る
ギ
リ
ギ
リ
の
温
度
で
あ
る
。
わ
ず
か
、
一
度
。

二
度
の
違
い
で
収
量
が
変
化
す
為
た
め
、
放
水
路
に
対
し
て
不
安
の

声
が
上
が
っ
定
い
る
。
答
ら
に
、
放
水
路
が
霧
の
通
路
に
な
っ
て
、

内
陸
へ
上
が
っ
て
く
る
の
で
ば
な
い
か
、
地
下
水
の
水
脈
に
変
化
が

起
き
、
地
下
水
が
出
な
く
な
る
の
で
ば
な
い
か
な
ど
の
問
題
も
あ
る
．

漁
業
関
係
者
か
ら
も
不
安
の
声
ば
上
が
っ
て
い
る
。
放
水
路
の
河

口
に
あ
た
る
太
平
洋
側
で
ば
、
濁
水
な
ど
に
よ
っ
て
沿
岸
環
境
が
変

化
す
る
め
で
ば
な
い
か
、
日
本
海
側
で
は
、
サ
ケ
。
マ
ス
の
そ
上
に

影
響
が
あ
る
の
で
ば
な
い
か
な
ど
の
問
題
が
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
さ

ら
に
、
開
発
局
は
漁
業
に
対
し
て
の
説
明
が
不
足
し
て
い
鳥
と
い
う

不
涜
も
で
て
い
る
。

こ
れ
ら
・
の
問
題
に
対
し
て
謂
発
局
は
、
同
等
価
値
の
補
償
に
理
解

を
求
め
よ
う
と
し
て
い
患
。

開
）

一
九
八
四
年
六
月
新
聞
に
報
道
き
れ
る

一
九
八
四
年
七
月
二
○
日
開
発
庁
よ
り
公
式
発
表
さ
れ
る
。

。
』
■
。
□
●
Ｐ

一
九
八
四
年
八
月
八
日

苫
小
牧
、
千
歳
、
早
来
、
長
沼
・
の

関
係
市
町
と
開
発
局
が
公
式
協
議

一
九
八
四
年
九
月
九
日
開
発
局
は
、
八
五
年
度
予
算
要
求

Ｂ
地
域
社
会
へ
．
の
影
響
は

蔵
水
路
の
ル
ト
‐
卜
上
に
は
多
く
の
人
々
が
生
活
し
て
い
為
。
ル
↑

卜
上
の
主
な
産
業
は
塵
業
で
あ
る
。
放
水
路
は
、
こ
れ
ら
・
の
農
業
地

域
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
と
思
わ
れ
る
。

』
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Ｉ
Ｉ
Ｉ

Ｄ
石
狩
川
本
流
の
治
水
対
策
は

千
議
州
放
水
路
は
当
初
、
石
狩
川
め
水
を
太
平
洋
に
流
す
と
い
う

覆
狩
川
の
治
水
対
策
で
あ
る
と
思
わ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
開
発
局

か
ら
提
示
さ
れ
た
計
画
で
ば
、
洪
水
時
に
は
石
狩
川
と
千
歳
川
と
の

合
流
点
に
設
け
た
水
門
を
閉
じ
、
千
議
川
の
水
だ
け
を
流
す
こ
と
に

そ
の
た
め
、
上
流
の
水
が
比
較
的
は
や
く
中
流
に
集
中
す
る
よ
う
腱

な
り
、
中
流
域
の
洪
水
が
起
き
る
よ
う
挺
な
っ
た
。
ま
た
、
本
流
の

水
位
が
上
っ
た
た
め
、
支
流
の
水
が
本
流
に
流
れ
こ
ま
ず
、
さ
ら
に

支
流
へ
と
逆
流
す
る
現
象
が
起
き
、
支
流
の
氾
濫
を
招
い
た
。

一
九
八
一
年
の
水
害
は
、
こ
の
よ
う
に
し
て
起
っ
た
の
で
あ
患
。

さ
ら
に
、
遊
水
池
を
つ
ぶ
し
て
、
農
地
腱
し
た
事
も
要
因
・
の
一
つ
零

あ
息
。
遊
水
池
ば
、
洪
水
・
の
た
び
に
冠
水
し
、
水
を
だ
め
て
、
川
、
鋤

水
位
を
下
瀞
る
役
割
を
に
な
っ
て
い
た
。
千
歳
川
を
例
腫
上
げ
愚
と
、

●
中
流
に
あ
っ
た
長
都
沼
が
遊
水
池
の
役
割
を
し
て
い
た
が
、
こ
こ
を

干
拓
し
た
た
め
、
さ
ら
に
危
険
な
川
に
な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

一
九
八
一
年
の
水
害
ほ
、
起
こ
る
べ
く
し
て
起
こ
り
、
人
為
災
害

で
ば
慧
い
か
と
、
唱
え
る
人
も
い
患
。
千
議
獅
放
水
路
ば
、
こ
れ
ら

鋒
姶
水
対
策
の
失
敗
を
粉
飾
す
る
も
・
の
で
は
な
い
譜
ろ
う
か
。

、
診
腫
な
り
、
流
れ
も
遅
く
な
る
。
こ
の
た
め
鋤
は
平
野
を
蛇
行
し
、

ひ
と
雨
降
る
ご
と
に
洪
水
の
起
き
る
川
で
あ
っ
だ
。

元
来
徳
拾
水
工
事
臆
、
流
れ
を
よ
く
す
る
た
め
の
シ
ョ
ｉ
ト
カ
ッ

ト
と
、
堤
防
を
つ
く
り
、
水
を
押
し
込
め
る
方
法
で
行
な
わ
れ
た
。

か
と
い
う
基
本
的
な
こ
と
に
つ
い
て
ば
、
話
麗
に
各
れ
て
い
な
い
よ

う
延
患
え
患
。
ま
し
て
、
放
水
路
以
外
に
洪
水
対
策
は
考
え
ら
れ
な

ぞ
の
か
と
い
．
う
代
案
に
つ
い
て
も
し
か
り
で
あ
る
。

こ
れ
ら
・
の
点
に
つ
い
て
、
も
う
少
し
考
え
て
み
た
い
。

（
七
）
放
水
路
に
代
わ
る
も
・
の

菰
海
道
自
然
保
護
団
体
連
合
が
主
催
し
た
、
五
月
一
四
日
の
集
会

で
ば
、
次
の
よ
う
な
代
案
が
だ
き
れ
だ
。

Ａ
遊
水
池
を
も
う
け
ろ
。

洪
水
時
腫
お
け
る
遊
水
池
の
役
割
ば
前
に
も
述
べ
た
が
、
こ
め
遊

水
池
を
人
工
的
に
つ
く
る
と
い
う
も
の
。

専
用
・
の
遊
水
池

平
常
時
に
は
全
然
用
い
ず
、
洪
水
時
に
多
量
の
水
を
貯
め
る
。

臨
時
的
な
遊
水
池

平
講
時
に
は
、
人
家
、
公
共
建
輪
な
ど
を
設
捗
、
生
活
の
鴇
と
す

患
が
、
洪
水
時
に
ば
遊
水
秘
と
し
宅
水
を
貯
め
為
“
こ
れ
ら
の
人
家

ば
高
床
と
し
霊
公
共
蓮
駒
な
ど
は
下
部
を
駐
車
場
な
ど
と
し
て
利
用

す
る
。
こ
こ
に
住
む
人
に
は
、
建
て
か
え
の
た
め
の
繍
跡
金
を
支
総
、

画
定
賛
産
税
の
軽
減
、
洪
水
時
の
補
償
な
ど
鴬
め
細
か
な
対
策
を
講

ず
愚
・
・
．
・
：
。
、
：

Ｂ
石
狩
川
河
口
部
の
直
線
化
と
流
水
断
面
積
の
拡
大

石
狩
川
は
、
河
口
付
近
で
直
角
に
曲
り
、
こ
れ
以
後
海
岸
に
平
行

這
二
。
五
キ
ロ
流
れ
日
本
海
廷
注
ぐ
。
そ
こ
で
、
直
角
に
曲
墨
部
分

に
、
長
き
四
○
○
メ
ト
．
１
ｒ
ル
遥
幅
三
○
○
メ
ト
ト
ル
の
放
水
路
を
つ

く
り
、
直
線
的
に
海
へ
流
す
。

ｃ
治
水
事
業
の
失
敗
か
ら

石
狩
平
野
を
流
れ
る
石
狩
川
ば
、
深
川
市
付
近
か
ら
勾
配
が
緩
や

’

こ
の
計
画
が
あ
ま
り
に
も
大
き
く
、
釜
ら
に
、
過
去
に
例
を
み
な

浄
早
譽
で
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
、
あ
ら
た
め
て
、
鴬
か
各
れ
る
。

こ
の
計
画
に
対
す
愚
諭
識
も
、
ル
ー
ト
に
つ
い
て
は
、
巻
ま
ざ
ま
な

意
見
が
出
き
れ
て
ば
い
る
が
、
計
画
そ
の
も
の
が
必
要
な
の
か
ど
う

か
と
い
う
基
本
的
な
こ
と
に
つ
い
て
は
、
話
題
に
さ
れ
て
い
な
い
よ

Ｅ
開
発
局
の
仕
事
書
が
し
か
？

こ
・
の
千
歳
川
放
水
路
計
画
が
出
現
し
た
表
向
き
・
の
要
因
は
、
一
九

八
一
年
・
の
水
害
だ
が
、
そ
・
の
裏
に
低
開
発
局
の
仕
事
邑
が
し
で
は
な

い
か
と
・
の
意
見
も
あ
る
。
現
在
、
行
政
改
革
の
中
で
、
開
発
庁
は
国

土
庁
と
・
の
統
廃
合
の
間
題
が
上
が
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
開
発
庁
ば
、

こ
・
の
工
期
二
○
年
以
上
、
工
費
二
○
○
○
億
円
と
い
う
巨
大
ブ
回
ジ
ェ

ク
ト
を
存
続
の
理
由
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
・
の
で
は
な
い
か
．
ま
た
、

当
時
の
稲
村
開
発
庁
長
官
は
、
こ
・
ぬ
巨
大
プ
画
ジ
ェ
ク
ト
を
知
り
、

在
任
中
・
の
目
玉
に
し
埴
、
後
世
に
名
を
残
こ
し
た
い
よ
う
で
あ
っ
た
。

強
引
と
も
言
え
る
事
の
進
行
ば
、
こ
れ
ら
の
こ
と
も
要
因
し
思
わ
れ

》
〈
》
。

な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
放
水
路
ば
石
狩
川
本
流
で
ば
な
く
千
歳
川

・
の
詰
水
対
策
が
目
的
あ
る
。
苔
ら
に
、
今
ま
で
↑
の
よ
う
に
、
千
歳
川

に
本
流
・
の
水
が
逆
流
し
な
い
た
め
、
本
流
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
危
な

く
な
愚
可
龍
性
も
出
て
き
た
・
の
で
あ
る
。
こ
う
な
愚
と
蔦
何
・
の
た
め

の
箔
水
か
わ
か
ら
な
い
。
、

（
一
ハ
）ｃ
放
水
路
ば
本
当
に
必
要
か

こ
れ
ま
で
、
計
画
の
概
要
、
経
過
、
問
題
点
を
の
べ
て
き
た
。

（
八
〉
明
ら
か
に
誉
れ
な
い
資
料

こ
の
よ
う
載
大
き
な
計
画
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ま
い
ど
・
の
こ
と
澱

が
、
公
開
尋
れ
て
い
驫
賓
料
躍
少
な
い
。

公
開
番
れ
た
報
告
書
や
計
画
に
は
、
梯
々
な
数
値
が
あ
患
が
、
ど

・
の
よ
う
な
デ
↑
夕
を
使
っ
て
出
譽
弧
だ
も
・
の
か
が
不
明
と
な
っ
て
い

る
．
生
デ
ｉ
夕
を
ど
の
よ
う
に
解
釈
し
、
ど
の
よ
う
な
方
程
式
に
あ

て
ば
め
だ
か
踵
よ
っ
て
数
値
ば
変
っ
て
く
る
。
ま
た
、
極
嫡
な
言
い

方
を
す
れ
ば
、
生
デ
ｉ
夕
が
公
開
き
れ
て
な
け
れ
ば
、
創
作
で
も
数

値
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
の
零
あ
る
。

〉
｝
れ
ら
の
基
礎
デ
↑
夕
の
他
に
、
放
水
路
の
影
響
な
ど
の
調
査
報

し
か
、
し
、
開
発
局
の
推
定
で
は
、
石
狩
大
橘
に
お
い
て
、
八
セ
ン

チ
し
か
水
位
が
低
下
し
な
滝
し
か
し
、
こ
れ
は
、
上
流
の
流
水
断

面
積
が
、
つ
く
ゞ
ら
れ
時
の
ま
ま
で
あ
る
と
考
え
通
た
め
で
、
工
学
院

大
学
安
信
教
授
ば
、
河
口
部
の
流
水
断
面
が
拡
大
各
れ
れ
ぱ
、

そ
れ
に
と
も
な
い
上
流
の
断
水
面
積
も
序
々
に
拡
大
各
れ
る
だ
ろ
う

と
い
う
予
測
を
も
と
に
、
三
メ
ト
ト
ル
・
の
水
位
低
下
が
期
待
で
き
る

と
述
べ
て
い
る
。

ｃ
中
水
敷
を
恵
瀞
断
面
積
を
絃
大

石
狩
川
本
流
に
つ
い
て
は
、
中
水
敷
を
図
の
よ
う
に
広
げ
こ
れ
に

よ
《
一
種
流
水
断
面
溌
拡
大
す
愚
．

Ｄ
大
型
排
水
ポ
ン
プ
に
よ
る

以
上
・
の
方
法
を
と
つ
た
の
ち
に
な
お
多
量
の
洪
水
の
場
合
に
ば
、

大
型
ポ
ン
プ
（
毎
秒
三
○
○
ト
ン
）
を
用
い
て
排
水
す
る
。
こ
れ
に
つ

い
て
は
、
前
繼
・
の
安
信
教
授
の
詳
細
な
提
言
が
あ
る
。

’
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（
九
）
放
水
路
そ
ん
な
に
急
い
で
ど
こ
に
行
く
？

強
引
と
も
い
え
る
こ
・
の
千
餓
川
放
水
路
計
画
。

ま
で
も
蓋
工
を
急
ぐ
・
の
で
あ
ろ
う
か
。
開
発
局
は

治
水
は
絶
対
に
必
要
で
あ
る
、
な
ど
・
の
理
由
を
上

に
必
要
で
あ
る
、
な
ど
・
の
理
由
を
上

路
計
画
。

告
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
が
、
》

と
し
て
非
公
開
と
な
っ
て
い
る
。

こ

そ
れ
は
、
こ
・
の
計
画
と
政
治
や
金
・
の
関
係
が
、
今
ま
で
以
上
に
露

骨
漣
現
わ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
開
発
庁
に
は
統
廃
合
の
問
題
が

あ
り
、
こ
・
の
計
画
は
存
銃
を
か
け
た
大
事
業
に
な
る
。
ま
た
、
元
開

発
庁
長
官
の
稲
村
氏
は
「
在
任
中
・
の
目
玉
に
し
た
い
」
と
、
開
殆
局
・
の

内
部
か
ら
き
え
も
批
判
が
出
る
ほ
ど
強
引
に
、
事
を
進
め
た
。
そ
・
の

背
溌
に
は
、
こ
の
計
画
と
前
後
し
て
こ
の
北
海
道
に
ゆ
か
り
の
な
い

稲
村
氏
の
後
援
会
が
、
北
海
道
の
土
建
業
界
に
よ
っ
て
発
足
し
て
い

る
こ
と
も
、
見
逃
せ
な
い
。
彼
ら
に
と
っ
て
、
治
水
だ
の
、
自
然
だ

の
は
、
関
係
な
い
の
で
あ
る
。

自
然
砿
壊
だ
、
農
業
破
壊
だ
、
と
い
ろ
い
ろ
な
問
題
の
上
が
っ
て

い
る
放
水
路
計
画
だ
が
、
ほ
ん
と
う
の
問
題
は
、
こ
の
よ
う
な
、
政

治
や
金
に
よ
っ
て
、
こ
・
の
計
画
が
動
い
て
い
る
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
現
在
、
論
溌
の
中
心
は
、
ル
ー
ト
を
ど
こ
に
す
る
か
、
影
響

を
ど
こ
ま
で
お
き
え
る
か
な
ど
、
つ
く
ら
れ
る
こ
と
を
前
提
に
し
て

行
な
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
・
の
虚
大
な
計
画
を
白
祇
に
も
ど
し
、
も
う

に
し
て
も
、
〈

も
●
の
が
ゐ
る
。

げ
て
い
る
。
そ
れ

今
ま
で
の
開
発
に
な
い
強
引
き
に
は
、
釈
然
と
し
な
い

れ
ら
も
例
に
も
れ
ず
、
内
部
資
料

何
故
、
こ
ん
な
陣

開
発
局
は
、
住
民
の
要
望
、

こ
ん
な
に

（
。
ｇ
ご
一
重
菊
響
調
署
穏
一
二
艇
寸

偵
壺
將
渉
雛
幹
心

鏥
嘱
骨

農
、
。
。
》

ｇ
ｏ
吋
蜘

一
度
考
え
な
お
す
こ
と
が
必
要
な
・
の
で
は
な
い
か
。

ｃ
ｃ

回
心

一
口
》

文
責

桜
井
康
雄

一＝
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石狩川計画高水流量配分図
（単位"f/s)
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千歳〃i放水篭計画仇,代､架として
'・遊水池・遊水地をもうけること

石狩川はもともとの369kmの流長か26 .I kI風に短縮されたが、

この自然にそむいた直線化が今日の水糊の曄点jなっていることに

反省しなければならない。 また千歳川に；､ ､ってもjと都沼．鳥追沼な

ど、いくつかの沼沢地を千妬したことが、 この地域の洪水化をまれ

いた最大の原因である。

専用の遊水池

平常時には全然用いず、洪水時に多最の水を貯める。

臨時的の遊水池

平常時には人家。公共建物などを設け、 ノと活の場とするが、洪

水時には遊水池として水を貯める。 こオ,'らの人家は弼床とし、

公共建物などは下部を平素は駐車場などとして利用する。ここ

に住む人には建かえのための袖助金を支給、 111定涜産鋭の軽胤、
洪水時の補償などきめ細かな対策を‘洲ずる。

2・石狩川河口部の直線化と流水断面積の拡大

石狩川は石狩町矢臼別付近で直角に曲り、 これ以後海岸に平行に
3. 5k醜流れ日本海に注ぐ｡。そのためこの部分では緩流となり、脇士
の堆積がいちじるしい。そこで、石狩町親船IIIj.｛･j･近に長さ400塊、
巾300”の放水路を掘さくして、河流の臓線化をはかる（第1図），
こうして流水断面積を拡大すれば、上流における水位の低下が期持
される。

この水位の低下は江別石狩大橘において、開発局の推定によれば、
1 1 c加にすぎないが、工学院大学安信啓教授の計算によれば、熾大
3郷に及ぶ（第2図）。 この著しい差は、開発局では放水路作成に
よっても、流水断面職は固定されたままであると考えるのに対し、

P



！

安信氏は「河口部の流出断面を拡大した場合は、上流の流水断面が

大きな流最のもつ水力によって経年的に拡大する」としていること

カユらである。事突河川の侵食を見ると、安信氏の前提の方が事実に

適しており、 したがってかなりの水位低下が期待される。

3・ 中水敷を広げ流水断面積を拡大

石狩川本流については、 中水倣を第3図のように広げ、 これによ

って流水耐i面を肱大する。現在河床となっている低水敷には取水施

設などがあるため、 ここを拡大することは不可。
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．
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Ｌ
Ｌ
■
０
１

④

4・ 大型排水ポンプの設備

以上の方法をとったのちになお多量の洪水の場合には、大型ポン

>(300,"3/s程度）を用いて排水する。 このための電力料金につ

いては、電力関係者の協力を求めて、暫定的特殊料金制の制定が必
要であろう。 これについては、安信教授の詳細な提言がある。
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第3図中水敷を広げ流水断面積を拡大する

1－
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11
1

1
｜
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二
○
代
の
若
者
。
な
ど
な
ど

溌
後
に
、
合
唱
団
〃
希
望
〃
に
よ
る
歌
。
参
加
者
一
同
、
童
心
に

か
え
り
、
勇
払
の
野
に
、
ア
オ
サ
ギ
に
、
あ
た
た
か
い
お
も
い
お
の

せ
て
合
唱
し
ま
し
た
。
き
ら
に
、
計
画
廃
止
を
求
め
る
要
望
書
、
資

料
公
開
、
討
諭
会
開
催
を
要
請
す
る
こ
と
を
決
め
て
、
終
了
し
ま
し

た
。 に

つ
い
て
、
八
木
健
三
氏
（
北
淘
道
自
繋
拐
認
樋
会
会
長
）
よ
り
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

会
場
か
ら
は
、
「
開
発
局
は
地
元
に
、
放
水
路
が
で
き
た
ら
洪
水

は
な
く
な
る
と
い
う
幻
想
を
持
た
せ
て
い
る
。
」
「
放
水
路
は
洪
水
対

策
に
な
ら
な
い
こ
と
を
知
ら
せ
る
べ
き
だ
。
そ
れ
に
は
、
資
料
を
道

民
に
公
開
き
せ
る
運
動
が
必
要
」
と
三
○
代
の
男
性
。
「
金
山
ダ
ム
の

時
亀
洪
水
対
策
と
言
っ
て
い
た
が
、
目
的
は
、
も
う
れ
主
義
に
あ
っ

こ
。
上
流
・
刀
ダ
ム
や
池
・
の
川
も
見
愚
べ
き
だ
。
』
と
六
○
代
の
男
性
。

た
。
上
流
の
ダ
ム
や
他
の
川
も
見
愚
べ
き
だ
。
」
と
六
○
代
の
男
性

「
〃
水
を
治
め
る
者
は
国
を
制
す
〃
と
い
う
が
、
今
回
の
計
画
は
極

め
て
政
治
的
。
隆
済
効
果
す
ら
考
え
ら
れ
な
い
。
」
と
提
言
者
の
一

人
。
「
い
ろ
ん
な
素
人
集
団
の
運
動
体
を
つ
く
っ
て
は
ど
う
か
。
」
江

二
つ
代
の
若
者
。
な
ど
な
ど

と

〃
千
歳
川
放
水
路
は
い
ら
な
い
、
道
民
集
会
〃
終
わ
る

五
月
一
四
日
、
札
幌
市
民
会
館
で
、
「
千
歳
川
放
水
路
は
い
ら
な

い
９
．
道
民
集
会
が
、
一
○
○
人
を
越
え
る
参
加
者
の
も
と
で
開
か
れ

ま
し
た
。

集
会
で
は
、
放
水
路
計
画
の
概
要
。
経
過
・
地
元
の
人
た
ち
の
反

応
な
ど
に
つ
い
て
、
大
畑
孝
二
氏
（
ウ
ト
ナ
ィ
湖
サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ

レ
ン
ジ
ャ
ｔ
）
が
報
告
。
次
い
で
、
放
水
路
に
よ
ら
な
い
洪
水
対
策

に
つ
い
て
、
八
木
健
三
氏
（
北
海
道
自
然
保
謹
協
会
会
長
）
よ
り
説
明

ロ
例
］
包
門
Ｈ
Ｎ
〃
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蕊

④

お
詫
ぴ

計
画
廃
止
を
求
め
る
要
望
書
に
つ
き
ま
し
て
は
、
代
案
が
い
ま
だ

不
十
分
な
点
が
多
い
こ
と
か
ら
、
提
出
を
見
合
わ
せ
て
い
ま
す
．

銅
集
後
記

○
今
回
は
、
千
歳
川
放
水
路
特
集
で
し
た
。
芦
』
意
見
・
》
』
感
想
を

お
寄
せ
く
だ
き
い
・

次
回
は
、
ゼ
ニ
ガ
タ
ァ
ザ
ラ
シ
・
の
保
議
と
そ
・
の
課
題
な
ど
を
掲
戦

・
の
予
定
で
す
。

会
報
内
容
に
つ
い
て
、
ご
希
望
な
ど
も
お
寄
せ
く
だ
き
い
・

’
、 刻穰
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ー
ー

六
月
に
二
回
。
秋
に
も
一
度
行
な
う
予
定
で
す
。
工
事
が
さ
ほ
ど
進

ん
で
い
な
い
た
め
か
、
大
き
な
変
化
は
み
ら
れ
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
、

ね
ば
り
強
く
調
査
を
つ
み
か
さ
ね
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
会
員

の
方
で
、
調
査
に
参
加
さ
れ
た
い
方
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

尚
、
溺
査
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
二
年
に
一
度
の
割
で
報
告
書
を
つ

く
る
予
定
で
す
。

○
前
回
の
会
報
発
送
の
さ
い
、
パ
ッ
チ
を
同
封
（
昭
和
五
九
年
度
ま

で
に
入
会
さ
れ
た
会
員
の
皆
さ
ん
に
）
し
ま
し
た
。
パ
ッ
チ
は
賛
助

会
員
・
の
方
々
に
さ
し
あ
げ
て
い
る
も
の
で
す
。
も
ち
ろ
ん
無
料
で
す
．

会
員
・
の
方
か
ら
問
い
合
せ
が
ご
ざ
い
ま
し
念
の
で
、
新
め
て
、
ご
連

○
日
高
中
央
横
断
道
路
の
閏
査
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

去
年
ま
で
の
会
報
は
、
印
刷
屋
さ
ん
に
外
注
し
て
い
ま
し
た
。
今
年

か
ら
は
、
姪
費
節
減
．
の
た
め
、
全
て
、
手
ず
く
り
で
す
、
事
務
局
・
の

方
が
、
ワ
ー
プ
ロ
で
打
ち
、
印
刷
し
、
学
生
各
ん
や
、
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
。
Ｏ
Ｌ
・
主
婦
ら
・
の
手
で
、
折
り
、
ホ
チ
キ
ス
止
め
を
し
て
い
ま

一
＄
・
外
注
す
る
よ
う
に
、
き
れ
い
に
は
仕
上
が
り
ま
せ
ん
が
、
ど
う

ぞ
ご
か
ん
べ
ん
く
だ
さ
い
。

○
暑
い
各
か
り
で
す
。
夏
ば
て
に
ご
用
心
く
だ
き
い
。

絡
い
た
し
ま
す
。

○
次
回
の
会
報
は
、

九
月
発
行
の
予
定
で
す
。
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